〈前のページの用語説明〉　　　　　　　　　　　　　　　出典：国立長寿医療センター
	説　　　　　　　　　　　　明

	１基本的な希望
	（１）痛みなど
・　強い鎮痛剤（麻薬系鎮痛薬等）で痛みを抑えると、意識が低下する場合が多くあります。
・　鎮痛剤を使うと、意識は低下するが、副作用で呼吸が抑えられることが多くあります。
・　「自然のままでいたい」とは、できるだけ自然な状態で死を迎えたい、したがって、ある程度痛みがあっても、強い薬で意識レベルを低下させることは避けてください、という希望です。

	２　終末期になったときの希望



	（１）心臓マッサージなどの心肺蘇生法
・　心肺蘇生法とは、死が迫ったときに行われる、心臓マッサージ、気管挿管、気管切開、人工呼吸器の装着、昇圧剤の投与等の医療行為をいいます。
・　心臓マッサージをすると、心臓が一時的に動き出すことがあります。
・　気管挿管の場合、必ずしもすぐに人工呼吸器を装着するわけではなく、多くの場合、手動のバック（アンビューバック）を連結して医療スタッフが呼吸補助をします。この行為により、一時的に呼吸が戻ることがあります。

	
	（２）延命のための人工呼吸器
・　終末期の疾患の違いにより、装着後、死亡するまでの期間は異なります。

	
	（３）抗生物質の強力な使用
・　感染症の合併があり、通常の抗生剤治療で改善しない場合、さらに強力に抗生物質を使用するかどうかの希望です。

	
	（４）胃ろうによる栄養補給
・　事前に内視鏡と若干の器具を用い、局所麻酔下に開腹することなく、栄養補給のための胃ろうを作る手術（経皮内視鏡的胃ろう造設術）を受ける必要があります。鼻チューブよりも一般的に管理しやすい方法です。

	
	（５）鼻チューブによる栄養補給
・　胃ろうや鼻チューブでは、常に栄養補給ができます。しかし、終末期の状態では、供給された栄養を十分に体内に取り入れることができないため、徐々に低栄養になります。また、栄養剤が食道から口の中に逆流して肺炎を合併することがあります。

	
	（６）点滴による水分の補給
・　すぐに重度の脱水にならないようにできます。栄養はほとんどなく、次第に低栄養が進行します。
・　このほかに、太い静脈に点滴チューブを通し、より多くの栄養を持続的に入れる高カロリー輸液（IVH）という方法がありますが、胃ろう・鼻チューブでの栄養補給のときと同様、終末期では徐々に低栄養になります。また、点滴チューブを介した感染症を起こすことがあります。


＊　医療行為について分からないことは、医師に相談するようにしてください。
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